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同行をお願いした。他に韓国留学経験のある４年生１名が参加を希望したので,学生 13 名と教員 2
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9 月 29 日 関西空港出発,台湾桃園空港到着 
台北市内の龍山寺,西門町,2・28 公園,台湾総統府を見学 
9 月 30 日 午前：母語（台湾語）教育調査のため成徳小学校訪問し,3 年生と 4 年生の授業を
参観。授業後,校長室で台湾語先生 2 人,校長先生,台湾史研究者 2 人,鳥取大
生 13 人,教員 2 人で台湾の母語教育に関して意見交換を行った。 
午後：故宮博物院を見学 




10 月 2 日 台中へ新幹線で移動。由緒ある媽祖廟（鹿港天后宮・北港朝天宮・新港朝天宮）
を調査,地元史家,台湾史研究者,廟の関係者の協力で媽祖信仰と廟に関する情報を
入手。今後の研究に必要な人的ネットワークを構築。 
10 月 3 日 帰国 
 






















































毅監修『東アジア海域に漕ぎだす 1 海から見た歴史』（東京大学出版会,2013 年）を読むことにした。
この本はいわゆる一国史観ではなく,さまざまな地域をつなぐ海を中心において,そこから人・モ
ノ・情報の動きを追いながら,はっきりとした境界のない,複合的で重層的な文化とその変化を把握
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は 22 年間台湾を支配したが,1683 年,清朝に屈した。 








































は 22 年間台湾を支配したが,1683 年,清朝に屈した。 





















































































































































幼稚園・小学校での台湾語授業の見学から紹介しよう。わたしたちは 9 月 30 日に台北市成徳小学


























































































































































 もう 1 つは,さまざまな言語や文化をもって台湾に暮らしている人々を台湾がどのように受け止
めているかということである。「新台湾の子」に対する母語教育支援にみられるように,多言語・多
文化への高い受容力は台湾の新たな可能性を示しているのではないだろうか。台湾に住むかぎり,

































































































































































 清朝時代に媽祖信仰は大いに広まるが,日本統治下の 1937～1945 年にかけて,他の民間信仰と同
様に,台湾総督府の皇民化運動によって大打撃を受けた。中国系の神は廃止され,日本の神を祀るこ
とを強制された。各地の廟や寺院も取り壊された。 
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松本浩一「船人たちが伝えた海の神媽祖信仰とその広がり」,松本浩一他『波騒ぐ東アジア（アジア



































































































































































ほか 11 名が参加したが,そのうち 1年間の留学経験がある者 2名（韓国と台湾）,韓国語研修参加者
2 名,マレーシア英語研修参加者 2 名,台湾調査後に北米（アメリカ合衆国とカナダ）海外演習に参
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９ 伊能嘉矩『臺灣文化志（上巻）』刀江書院,1928 年,410～411 頁。 




（2015 年 6 月 5 日受付，2015 年 6 月 11 日受理） 
 

